
2 0 2 4 年 1 0 月 2 日 

東京電力ホールディングス株式会社 

柏崎刈羽原子力発電所 

 

 

第 256 回「地域の会」定例会資料 〔前回定例会以降の動き〕 
 
 

【不適合関係】 

・9月 10 日 荒浜高台エリアにおけるけが人の発生について           〔P. 2〕 

・9 月 12 日 核物質防護に関する不適合情報                  〔P. 3〕 

・9 月 13 日 6/7 号機廃棄物処理建屋（非管理区域）におけるけが人の発生について 〔P. 7〕 

 

【発電所に係る情報】 

・9月 12 日 （運転保守状況）5号機原子炉建屋（管理区域）における水の漏えい 

について（区分：Ⅲ）                      〔P. 8〕 

・9 月 17 日 7 号機から 3号機への使用済燃料の号機間輸送作業について     〔P. 9〕 

・9 月 26 日 発電所における火災リスク低減の取り組みについて         〔P.11〕 

・9 月 26 日 コミュニケーション活動の開催予定について            〔P.12〕 

・9 月 26 日 柏崎刈羽原子力発電所から中間貯蔵施設への使用済燃料の輸送完了に 

 ついて                             〔P.13〕 

 

【その他】 

・9月 30 日 妙高市における「東京電力コミュニケーションブース」の開催について 

                                 〔P.14〕 

・10 月 2 日 柏崎刈羽原子力発電所に関するコミュニケーション活動等の取り組み 〔P.15〕 

 

【福島第一原子力発電所に関する主な情報】 

・9月 26 日 福島第一原子力発電所の廃止措置等に向けた中長期ロードマップの 

進捗状況                           〔別紙〕 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

以 上 

 

＜参考＞ 
 当社原子力発電所の公表基準（平成 15 年 11 月策定）における不適合事象の公表区分について 

区分:Ⅰ  法律に基づく報告事象等の重要な事象 
区分:Ⅱ  運転保守管理上重要な事象 
区分:Ⅲ  運転保守管理情報の内、信頼性を確保する観点からすみやかに詳細を公表する事象 
その他   上記以外の不適合事象 
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2024年 9月 10日 

東京電力ホールディングス株式会社 

柏崎刈羽原子力発電所 

区分：Ⅲ 

号機 ― 

件名 荒浜高台エリアにおけるけが人の発生について 

不適合の 

概要 

 

2024年 9月 5日午後 2時 40分頃、荒浜高台エリア（非管理区域）において、緊急時の

電源ケーブル敷設訓練の一環として、ケーブルジャッキにケーブルドラムを持ち上げる 

作業を実施していたところ、腰痛を訴え、自立歩行が困難な状態となったため、業務車に

て医療機関へ搬送しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

けがの発生状況 

（ケーブルドラムを持ち上げた際に腰を痛めた） 

 

安全上の重

要度／損傷

の程度 

＜安全上の重要度＞ 

 

安全上重要な機器等 ／ その他 

＜損傷の程度＞ 

□ 法令報告要 

■ 法令報告不要 

□ 調査・検討中 

対応状況 

 

病院で診察の結果、「第一腰椎圧迫骨折」と診断されました。 

今回の事例を踏まえ、発電所関係者に周知し注意喚起を行うとともに、再発防止に  

努めてまいります。 

 

被災者 

ケーブルドラム（約 100㎏） ケーブルジャッキ 
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東京電力ホールディングス（株）　柏崎刈羽原子力発電所

核物質防護に関する不適合情報

NO. 不適合事象 発見日 備　　考

1
侵入検知器の機器の一部が、破損していることを確認した。
検知機能は維持。
調査の結果、設備面の不具合であったことから、不具合箇所を交換し、正常な状態に復旧した。

2024/1/23

2024年8月19日（月）までにパフォーマンス向上会議で確認した核物質防護に関する不適合事象は、下記のとおりです。
※核物質防護措置に関わる情報のため、事象の概要のみ、お知らせさせていただきます。

◆ 不適合とは、本来あるべき状態とは異なる状態、もしくは本来行うべき行為（判断）とは異なる行為（判断）を言います。
法律等で報告が義務づけられているトラブルから、発電所の通常の点検で見つかる計器や照明の故障など、広い範囲の不具合が対象になります。

核物質防護に関わる不適合の公表方針・公表基準については以下のＵＲＬをクリックしてご覧ください。

https://www.tepco.co.jp/niigata_hq/data/pp/pdf/policy.pdf

１．公表区分Ⅰ　　　　　　０件

※核物質防護に関する不適合情報は、対策を行った後、防護上の安全が確認された段階でお知らせしております。
　 このため、発生から公表までに時間を要する不適合もございます。

４．公表区分その他　　　１件

３．公表区分Ⅲ　　　　　　０件

２．公表区分Ⅱ　　　　　　０件
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東京電力ホールディングス（株）　柏崎刈羽原子力発電所

核物質防護に関する不適合情報

NO. 不適合事象 発見日 備　　考

1
核物質防護設備の排水ポンプが、正常に動作しないことを確認した。
調査の結果、設備面の不具合であったことから、不具合箇所を交換し、正常な状態に復旧した。
なお、上記による防護措置への影響はなかった。

2023/5/22

2
侵入検知器が、正常に動作しないことを確認した。
調査の結果、設備面の不具合であったことから、不具合箇所を交換し、正常な状態に復旧した。
なお、不具合発生期間中の検知機能は、代替措置にて維持した。

2024/6/29

3 2024/7/6

4 2024/7/6

5

協力企業作業員より、入構証を紛失したとの連絡があったことから、当該入構証の無効化措置を実施し
た。
また、関係者に対し、入構証の取り扱いルールについて再教育を行った。
なお、後日、当該入構証は発見され、不正使用された形跡も確認されなかった。

2024/7/8

6
核物質防護上の扉が、正常に動作しないことを確認した。
障壁機能は維持。
調査の結果、設備面の不具合であったことから、不具合箇所を交換し、正常な状態に復旧した。

2024/7/12

7
侵入検知器が、不法行為等がないにも関わらず動作を繰り返すことを確認した。
検知機能は維持。
調査の結果、設備面の不具合であったことから、不具合箇所を交換し、正常な状態に復旧した。

2024/7/25

8
侵入検知器が、不法行為等がないにも関わらず動作し続けることを確認した。
調査の結果、設備面の不具合であったことから、不具合箇所を交換し、正常な状態に復旧した。
なお、不具合発生期間中の監視機能は、代替措置にて維持した。

2024/8/1

４．公表区分その他　　　８件

３．公表区分Ⅲ　　　　　　０件

２．公表区分Ⅱ　　　　　　０件

※核物質防護に関する不適合情報は、対策を行った後、防護上の安全が確認された段階でお知らせしております。
　 このため、発生から公表までに時間を要する不適合もございます。

2024年8月26日（月）までにパフォーマンス向上会議で確認した核物質防護に関する不適合事象は、下記のとおりです。
※核物質防護措置に関わる情報のため、事象の概要のみ、お知らせさせていただきます。

◆ 不適合とは、本来あるべき状態とは異なる状態、もしくは本来行うべき行為（判断）とは異なる行為（判断）を言います。
法律等で報告が義務づけられているトラブルから、発電所の通常の点検で見つかる計器や照明の故障など、広い範囲の不具合が対象になります。

核物質防護に関わる不適合の公表方針・公表基準については以下のＵＲＬをクリックしてご覧ください。

https://www.tepco.co.jp/niigata_hq/data/pp/pdf/policy.pdf

１．公表区分Ⅰ　　　　　　０件

監視用の照明が、正常に点灯しないことを確認した。
監視機能は維持。
調査の結果、設備面の不具合であったことから、不具合箇所を交換し、正常な状態に復旧した。
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東京電力ホールディングス（株）　柏崎刈羽原子力発電所

核物質防護に関する不適合情報

NO. 不適合事象 発見日 備　　考

1

侵入検知器が、不法行為等がないにも関わらず動作し続けることを確認した。
調査の結果、近傍での補修作業中に、誤って当該検知器へ接触し警報発生につながったことから、当該
箇所を調整し、正常な状態に復旧した。
また、作業手順を見直すとともに、関係者へ注意喚起を実施した。
なお、不具合発生期間中の監視機能は、代替措置にて維持した。

2024/7/29

NO. 不適合事象 発見日 備　　考

1 2024/1/29

2 2024/6/16

3 2024/2/13

4 2024/7/27

※核物質防護に関する不適合情報は、対策を行った後、防護上の安全が確認された段階でお知らせしております。
　 このため、発生から公表までに時間を要する不適合もございます。

４．公表区分その他　　　４件

３．公表区分Ⅲ　　　　　　１件

２．公表区分Ⅱ　　　　　　０件

侵入検知器の部品の一部に破損を確認したことから、当該破損箇所を修理し、正常な状態に復旧した。
なお、侵入検知機能は維持できていたこと及び現場設備に妨害破壊行為等の痕跡はなく、不審者や不審
物もなかったことを確認した。

侵入検知器が、正常に動作しないことを確認した。
調査の結果、設備面の不具合であったことから、不具合箇所を調整し、正常な状態に復旧した。
なお、不具合発生期間中の検知機能は、代替措置にて維持した。

2024年9月2日（月）までにパフォーマンス向上会議で確認した核物質防護に関する不適合事象は、下記のとおりです。
※核物質防護措置に関わる情報のため、事象の概要のみ、お知らせさせていただきます。

◆ 不適合とは、本来あるべき状態とは異なる状態、もしくは本来行うべき行為（判断）とは異なる行為（判断）を言います。
法律等で報告が義務づけられているトラブルから、発電所の通常の点検で見つかる計器や照明の故障など、広い範囲の不具合が対象になります。

核物質防護に関わる不適合の公表方針・公表基準については以下のＵＲＬをクリックしてご覧ください。

https://www.tepco.co.jp/niigata_hq/data/pp/pdf/policy.pdf

１．公表区分Ⅰ　　　　　　０件
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東京電力ホールディングス（株）　柏崎刈羽原子力発電所

核物質防護に関する不適合情報

NO. 不適合事象 発見日 備　　考

1

侵入検知器が、正常に動作しないことを確認した。
調査の結果、鳥の接触により検知範囲にずれが生じていたことから、検知範囲を修正し、固定を強化すると
ともに、忌避対策を実施した。
なお、不具合発生期間中の検知機能は、代替措置にて維持した。

2024/6/12

2
核物質防護に関する秘密情報を持ち出す際は、マニュアル指定の台帳での管理を求めているが、異なる様
式の台帳で管理されていたことを確認した。
調査の結果、マニュアルの理解不足によるものであったことから、関係者へマニュアルの再教育を行った。

2024/6/21

NO. 不適合事象 発見日 備　　考

1

監視カメラの画角内に干渉物があり、監視の視界を一部妨げていることを確認した。
調査の結果、干渉物は安全対策で新設された機器であったことから、当該カメラを移設し、正常な視界を確
保できるよう復旧した。
なお、不具合発生期間中の監視機能は、代替措置にて維持した。

2022/10/18

2 2024/3/28

3 2024/8/28

4
視察者に、入域区分が申請内容より狭い一時立入り者用IDカードを渡していたことを確認した。
調査の結果、一時立入申請書に記載の入域区分を見誤っていたことから、当該申請書の入域区分を明示す
るとともにダブルチェックを行う運用とした。

2024/7/5

5
侵入検知器が、一部正常に動作しないことを確認した。
検知機能は維持。
調査の結果、設備面の不具合であったことから、当該不具合箇所を交換し、正常な状態に復旧した。

2024/7/14

6

核物質防護上の設備の鍵が施錠されていないことを確認したため、施錠を行った。
調査の結果、設備点検の作業後に施錠を失念していたことから、対策として作業時のチェックリストに施錠状
態の確認を追加するとともに、関係者に周知した。
なお、現場設備に妨害破壊行為等の痕跡はなく、不審者や不審物もなかった。

2024/8/11

2024年9月9日（月）までにパフォーマンス向上会議で確認した核物質防護に関する不適合事象は、下記のとおりです。
※核物質防護措置に関わる情報のため、事象の概要のみ、お知らせさせていただきます。

◆ 不適合とは、本来あるべき状態とは異なる状態、もしくは本来行うべき行為（判断）とは異なる行為（判断）を言います。
法律等で報告が義務づけられているトラブルから、発電所の通常の点検で見つかる計器や照明の故障など、広い範囲の不具合が対象になります。

核物質防護に関わる不適合の公表方針・公表基準については以下のＵＲＬをクリックしてご覧ください。

https://www.tepco.co.jp/niigata_hq/data/pp/pdf/policy.pdf

１．公表区分Ⅰ　　　　　　０件

核物質防護設備の付属機器が、正常に動作しないことを確認した。
調査の結果、設備面の不具合であったことから、当該不具合箇所を交換し、正常な状態に復旧した。
なお、上記による防護措置への影響はなかった。

４．公表区分その他　　　６件

３．公表区分Ⅲ　　　　　　２件

２．公表区分Ⅱ　　　　　　０件
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2024 年 9月 13 日 

東京電力ホールディングス株式会社 

柏崎刈羽原子力発電所 

区分：Ⅲ 

号機 6/7 号機 

件名 廃棄物処理建屋（非管理区域）におけるけが人の発生について 

不適合の 

概要 

 

2024 年 9月 12 日午後 4時 40 分頃、6/7 号機廃棄物処理建屋地下 3階（非管理区域）に

おいて、協力企業作業員が空調機用冷凍機の点検用機材を持ち上げる際に、腰痛を訴え、

自立歩行が困難な状態となったため、業務車にて医療機関へ搬送しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

けがの発生状況 

（点検用機材を持ち上げた際に腰を痛めた） 

 

安全上の重

要度／損傷

の程度 

＜安全上の重要度＞ 

 

安全上重要な機器等 ／ その他 

＜損傷の程度＞ 

□ 法令報告要 

■ 法令報告不要 

□ 調査・検討中 

対応状況 

 

病院で診察の結果、「急性腰痛症」と診断されました。 

今回の事例を踏まえ、発電所関係者に周知し注意喚起を行うとともに、再発防止に  

努めてまいります。 

 

 

長さ：約 46cm 

直径：約 14cm 

重さ：約 15kg 

形状：円筒型 

材質：鉄製 
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（お知らせ） 
 
 
 

柏崎刈羽原子力発電所7号機から3号機への使用済燃料の号機間輸送作業について 

 

 

2024 年 9月 17日 

東京電力ホールディングス株式会社 

柏崎刈羽原子力発電所 

 

9 月 15 日までに、当所 7 号機から 3 号機への使用済燃料 38 体の号機間輸送作業を実施  

しましたので、お知らせいたします。 

 

号機間輸送作業につきましては、今年度中に残り342体の輸送を予定しており、引き続き

安全最優先で作業を行ってまいります。 

 

なお、今後につきましては、核物質防護の観点から残りの全ての輸送作業が完了した時点

でお知らせさせていただきます。 

 

 

＜添付資料＞ 

・輸送作業の状況について 

  

以 上 

 

 

【本件に関するお問い合わせ】 

東京電力ホールディングス株式会社 

柏崎刈羽原子力発電所 広報部 報道グループ  0257-45-3131（代表） 
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【本件に関するお問い合わせ】 

東京電力ホールディングス株式会社 

広報室 原子力報道グループ 03-6373-1111（代表） 

 

柏崎刈羽原子力発電所から中間貯蔵施設への使用済燃料の輸送完了について 
 

2024 年 9月 26 日 

東京電力ホールディングス株式会社 

 

 当社は、柏崎刈羽原子力発電所からリサイクル燃料貯蔵株式会社（青森県むつ市、以下「ＲＦＳ」）

のリサイクル燃料備蓄センターへの使用済燃料の輸送を 9 月 24 日に開始し、本日、下記の通り  

完了しましたので、お知らせいたします。 

 

今後ＲＦＳは、事業開始に向けて最終の使用前事業者検査を実施した後、原子力規制委員会に  

よる確認を受けていく予定です。 

当社は、ＲＦＳが安全第一に中間貯蔵事業を進められるよう、引き続き、責任をもって支援、  

協力してまいります。 

記 
 
１ 輸送終了日時 2024 年 9 月 26 日 16 時 25 分 
２ 輸送数量  

・柏崎刈羽原子力発電所４号機の使用済燃料 燃料集合体 69 体 約 12 トンＵ 
（輸送・貯蔵兼用キャスク HDP－69B 型 １基）  

３ 搬入側施設名 リサイクル燃料貯蔵株式会社 リサイクル燃料備蓄センター 
以 上 

 
＜参考：輸送行程【輸送船名 開栄丸】＞   
柏崎刈羽原子力発電所専用岸壁 
9 月 23 日 

輸送船接岸時刻 8：30 
9 月 24 日 
輸送容器荷役開始時刻 13：02 
輸送容器荷役終了時刻 13：35 
   輸送船離岸時刻 16：05 

荷揚港および貯蔵施設 
9 月 26 日  
輸送船接岸時刻 8：10 
輸送容器荷役開始時刻 11：40 
輸送容器荷役終了時刻 13：11 
    陸送開始時刻 15：22 
    輸送完了時刻 16：25 
（受入れ施設への到着時刻） 
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（お知らせ） 
 
 

妙高市における「東京電力コミュニケーションブース」の開催について 

 

 

2024 年 9月 30日 

東京電力ホールディングス株式会社 

新潟本社 

 

 

当社は、柏崎刈羽原子力発電所において、福島第一原子力発電所の事故の反省と教訓を 

踏まえ、様々な安全対策を講じております。また、事故への対応力強化のために各種訓練を

繰り返し実施するなど、ハード・ソフトの両面から発電所の安全性向上に取り組んで 

おります。 

 

このたび、地域の皆さまと直接お会いしてご意見を拝聴するとともに、発電所の目指す姿

を含め、これまでの発電所における安全性向上の取り組み状況について一人でも多くの方々

にご説明し、皆さまのご不安や疑問にお答えすることを目的として、以下の通り「東京電力

コミュニケーションブース」を開催いたします。 

 

頂戴した貴重なご意見については、今後の発電所運営に活かしてまいります。 

 

 

＜妙高市＞ 

・期間：2024 年 10月 12日（土）・10月 13 日（日） 

・時間：10時 00分～16時 00分 

・会場：新井ショッピングセンターＣＯＡ／1階 ゲームコーナー前 

（妙高市栗原4丁目 7番 11号） 

 

 

今後も、新潟県内においてコミュニケーションブースの開催を予定しておりますので、詳細が

決定次第、お知らせいたします。 

 

以 上 

 

【本件に関するお問い合わせ】 

東京電力ホールディングス株式会社 

新潟本社 渉外・広報部 報道グループ  025-283-7461（代表） 
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柏崎刈羽原子力発電所に関する
コミュニケーション活動等の取り組み

2024年10月２日

東京電力ホールディングス株式会社

柏崎刈羽原子力発電所

◆発電所の安全性向上の取り組み状況や原子力発電の必要性などについて、ご視察やご訪問、
コミュニケーションブースといった対面での説明に加え、広報誌やウェブなどの各種媒体
による情報発信を通じて、新潟県の皆さまの疑問やご不安にお答えし、ご理解いただける
よう取り組んでいます。
◆この取り組みの一環として、８月24日より、新潟県内で配布される新聞各紙において広告
掲載をおこなっています。
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廃炉・汚染水・処理水対策の概要 ２０２４年９月２６日
廃炉・汚染水・処理水対策チーム会合/事務局会議

1/9

「廃炉」の主な作業項目と作業ステップ
使用済燃料プールからの燃料取り出しは、2014年12月22日に4号機が完了し、2021年2月28日に３号機が完了しました。
2号機燃料デブリの試験的取り出しは、2024年9月10日より着手し、中長期ロードマップにおけるマイルストーンのうち「初号機

の燃料デブリ取り出しの開始」を達成しました。
引き続き、１、２号機の燃料取り出し、１、３号機燃料デブリ(注１)取り出しの開始に向け順次作業を進めています。

１～６号機 燃料取り出し完了 2031年内

１号機 燃料取り出し開始 2027年度～2028年度

２号機 燃料取り出し開始 2024年度～2026年度

• 多核種除去設備以外で処理したストロンチウム処理水は、多核種除去設備での処理を行い、
溶接型タンクで保管しています。

• 陸側遮水壁、サブドレン等の重層的な汚染水対策により、建屋周辺の地下水位を低位で安定
的に管理しています。また、建屋屋根の損傷部の補修や構内のフェーシング等により、汚染水発
生量は抑制傾向で、対策前の約540m3/日（2014年5月）から約80m3/日（2023年
度）まで低減し、「平均的な降雨に対して、2025年内に100m3/日以下に抑制」を達成しまし
た。

• 汚染水発生量の更なる低減に向けて対策を進め、2028年度までに約50～70m3/日に抑制す
ることを目指します。

シナリオ・技術の検討 設備の設計・製作 解体等原子炉施設の
解体等

汚染水対策 ～３つの取組～

（１）３つの基本方針に従った汚染水対策の推進に関する取組
①汚染源を「取り除く」 ②汚染源に水を「近づけない」 ③汚染水を「漏らさない」

（２）滞留水処理の完了に向けた取組
• 建屋滞留水水位を計画的に低下させるため、滞留水移送装置を追設する工事を進めております。
• 2020年に1～3号機原子炉建屋、プロセス主建屋、高温焼却炉建屋を除く建屋内滞留水処理

が完了しました。
• ダストの影響確認を行いながら、滞留水の水位低下を図り、2023年3月に各建屋における目標

水位に到達し、1～3号機原子炉建屋について、「2022～2024年度に、原子炉建屋滞留水を
2020年末の半分程度に低減」を達成しました。

• プロセス主建屋、高温焼却炉建屋の地下階に、震災直後の汚染水対策の一環として設置したゼ
オライト土嚢等について、線量低減策及び安定化に向けた検討を進めています。

（３）汚染水対策の安定的な運用に向けた取組
• 津波対策として、建屋開口部の閉止対策を実施し、防潮堤設置工事が完了しました。また、豪

雨対策として、土嚢設置による直接的な建屋への流入を抑制するとともに、排水路強化等を計
画的に実施していきます。

原子炉格納容器内の状況把握/
燃料デブリ取り出し方法の検討 等

燃料デブリ
取り出し

燃料デブリの
保管/搬出

1、3号機

燃料デブリの
取り出し

揚水井

地下水位

原子炉建屋

水ガラス
地盤改良

浄化処理

溶接型タンク

屋根損傷部補修

海
側
遮
水
壁

地
下
水
ド
レ
ン

陸
側
遮
水
壁

地
下
水
バ
イ
パ
ス

サ
ブ
ド
レ
ン

滞留水

陸
側
遮
水
壁

敷地舗装

タービン建屋

セシウム除去
淡水化

メガフロート
着底

港
湾

赤字：（１）３つの基本方針に従った汚染水対策の推進
青字：（２）滞留水処理の完了
緑字：（３）汚染水対策の安定的な運用

更なる
水位低下

開
渠
内

トレンチ

防潮堤

汲み上げ

汲み上げ 汲み上げ

汲み上げ

汲み上げ

サ
ブ
ド
レ
ン

(注1)事故により溶け落ちた燃料

多核種除去設備等処理水の処分について
ALPS処理水の海洋放出に当たっては、安全に関する基準等

を遵守し、人及び周辺環境、農林水産品の安全を確保してま
いります。また、風評影響を最大限抑制するべく、強化したモニ
タリングの実施、第三者による客観性・透明性の確保、IAEAに
よる安全性確認などに継続的に取り組むとともに、正確な情報
を透明性高く、発信していきます。

処理水対策

燃料
取り出し

燃料の
保管/搬出がれき撤去 等 燃料取り出し

設備の設置

3、4号機

使用済燃料プール
からの燃料取り出し

1、2号機

＜中長期ロードマップにおけるマイルストーン＞

ALPS処理水の海洋放出の流れ

2号機



２号機 燃料デブリ試験的取り出しの着手について

◆１～３号機の原子炉・格納容器の温度は、この１か月安定的に推移しています。
また、原子炉建屋からの放射性物質の放出量等については有意な変動がなく、総合的に冷温停止状態を維持していると判断しています。

東京電力ホールディングス（株）福島第一原子力発電所の廃止措置等に向けた中長期ロードマップ進捗状況（概要版）

取組の状況

2号機

注水

615体

西側前室

遮へい体

開
口
設
置
に
向
け
た
準
備
作
業
を
実
施
中

陸
側
遮
水
壁

2016/3/31
凍結開始

1568/1568
凍結管設置 (本)

2015/11/9
凍結管設置完了

燃料取り出し用
カバー

取り出し完了燃料（体）
1535/1535*1

（2014/12/22燃料取り出し完了）

＊1：2012年に先行して
取り出した新燃料2体を含む4号機3号機

注水

遮へい体

ドーム屋根 燃料取扱機
クレーン

FHMガーダ

566/566
（2021/2/28燃料取り出し完了）

取り出し完了燃料（体）使用済燃料
プール(SFP)

オペレーティングフロア
（オペフロ）

392体

原子炉建屋(R/B) 1号機

原子炉
格納容器
(PCV)

原子炉
圧力容器
(RPV)

燃料デブリ

ペデスタル

サプレッション
チェンバ（S/C）

下
部
架
構
設
置
中

養生バッグ

注水

2号機 燃料取り出しに向けた工事の進捗について

ALPS処理水海洋放出について(2024年度第５回放出)

2号使用済燃料プールスキマサージタンク水位低下への対応状況について

2/9

2号機使用済燃料プールスキマサージタ
ンク水位低下が8月9日に確認されました。
漏えい水の流出状況から、既設の燃料
プール冷却浄化系ポンプ或いは熱交換
器設置エリアで水が漏えいしたものと推定
しています。
漏えい箇所の確認について、当該エリア

が高線量であることを踏まえ、ドローンを
活用した調査を10月初旬に実施予定で
す。
ドローンによる漏えい箇所特定後は、東

京電力による目視確認を実施予定です。

9月10日、2号機での燃料デブリの試験的取り出しに着手しました。
ペデスタル底部の燃料デブリについて、テレスコ式装置先端に設置したカメラ

による視認、グリッパ先端による接触確認を9月14日に実施しました。
燃料デブリを把持する作業の準備として、9月17日にテレスコ式装置の動

作確認を行ったところ、カメラの映像が遠隔操作室内のモニターに適切に送ら
れてこないことが確認されました。
その後、テレスコ式装置は、9月25日にエンクロージャ内まで戻しました。
引き続き、原因特定に向けた調査として、低線量下に置き、電源入状態

あるいは切状態を維持すること等により蓄積した電荷を低減することで回復
の可能性があることから、数日程度、エンクロージャ内の比較的線量の低い
環境で待機させた状態でカメラ映像状態の確認を行い、放射線による影響
の検証を実施しています。

＜燃料取扱設備＞

ALPS処理水の2024年度第5回放出に向け、測定・確認用設
備のタンクA群を分析した結果、東京電力及び外部機関において
放出基準を満足していることを確認し、9月24日に公表しました。
その上で、 9月26日から測定・確認用設備のタンクA群のALPS

処理水の海洋放出を開始しました。
引き続き、海水中のトリチウムについて東京電力が実施する迅速

な分析の結果等から、計画どおりに放出が基準を満たして安全に
行われていることを確認していきます。

構内では、燃料取り出し用構台設置に向け、ラン
ウェイガーダと干渉する既設燃料交換機操作室の基
礎を9月10日に切断しました。今後、2号機原子炉
建屋オペフロ南側に開口設置予定です。
燃料取り出し用構台に付帯する設備のうち、天井

クレーンの落成検査が8月9日に完了しました。また、
換気設備の試運転を9月3日から実施中です。
工場では、燃料取扱設備の組み立てが完了し、

設備を構成する各機器の試運転を実施中です。燃
料取扱設備は、ランウェイガーダの後に設置する予定
で、試運転完了後に福島第一原子力発電所構内
に輸送する計画です。

寸法：199×194×58mm

＜調査用ドローン＞

＜ペデスタル底部の状況＞

グリッパ



主な取組の配置図
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提供：日本スペースイメージング（株）2024.1.14撮影
Product(C)[2024] Maxar Technologies.
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号
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MP-4
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MP-7

MP-8

凍土方式による
陸側遮水壁

海側遮水壁

地下水バイパス
地
下
水
の
流
れ

MP-1

廃棄物処理・貯蔵設備
貯蔵庫設置予定エリア

廃棄物貯蔵庫
設置エリア

１
号

２
号

３
号

４
号サブドレン

敷地境界
増設雑固体廃棄物焼却設備

雑固体廃棄物焼却設備

高温焼却炉建屋

プロセス主建屋

地盤改良

タンク設置エリア

2号使用済燃料プールスキマサージタンク水位低下への対応状況について ２号機 燃料デブリ試験的取り出しの着手について

ALPS処理水海洋放出について(2024年度第５回放出) ２号機 燃料取り出しに向けた工事の進捗について



東京電力ホールディングス株式会社

2024年9月5日

福島第一原子力発電所
2号機燃料デブリ試験的取り出し作業中断に関する

原因と対策

10/2地域の会用資料
9/9,26公表資料追加版
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１．事案概要

2号機燃料デブリ試験的取り出し作業について、8月22日 午前7時49分にテレスコ式装置の

ガイドパイプを原子炉格納容器内に挿入開始。

その後、ガイドパイプ先端のテレスコ機構を接続機構内の隔離弁手前まで進め、ガイドパイ

プ末端に押し込みパイプの1本目（全5本中の1本目）の接続準備をしていたところ、現場の

最終チェックにおいて、押し込みパイプ1本目が、計画していた順番のものと異なることを

確認したことから、作業を中断した。（作業は午前8時53分まで実施）

現場を調査したところ、本来、1本目の位置にあるべき押し込みパイプが、4本目の位置にあ

ることを確認。

（①→②→③→④→⑤の順番であるべきところ、②→③→④→①→⑤となっていた）

本事案は作業安全、原子力安全上の問題はなく、周辺環境への影響はなし。

押し込みパイプの設置状況

1本目
(②)

2本目
(③)

3本目
(④)

4本目
(①)

5本目
(⑤)

参考：2本目（③）の押し込みパイプ先端部分

押し込みパイプ
（①）は穴が
無いタイプ

( )内の数字は
本来の押し込み
パイプの順番

3



２．時系列
７月２７日

押し込みパイプ（①～⑤）を、２号機原子炉建屋１階大物搬入口から、原子炉建屋1階南西エリア（以
下、南西エリア）に運搬し仮置き。その後、４本（②~⑤）を原子炉建屋1階西側通路（以下、西側通
路）まで運搬

被ばく線量が当日予定の線量に近づいたことから作業を終了

７月２８日

西側通路まで運搬した押し込みパイプ４本（②~⑤）を開梱し、テレスコ式装置近傍に運搬しケーブル
入線作業を実施

南西エリアに残置していた押し込みパイプ１本（①）を西側通路まで運搬

７月２9日

西側通路まで運搬した押し込みパイプ１本（①）を開梱し、テレスコ式装置近傍に運搬し、押し込みパ
イプのケーブル入替作業を実施

8月２2日

接続機構の隔離弁「開」操作

テレスコ式装置のガイドパイプを挿入開始

押し込みパイプ１本目の接続準備をしていたところ、現場の最終チェックにおいて、押し込みパイプ1
本目が、計画していた順番のものと異なることを確認し、作業を中断。

4



【参考】押し込みパイプ設置状況
模擬環境における
作業訓練での配置
（本来の配置）

現地での配置(7月28日時点) 7月29日(①を追加)時点の配置

7月28日の配置状態から、④と⑤の間に①を設置した。
この際に、右図のような配置となった。

ケーブルの整線も考慮したうえで5本を並べた配置を実施

5

①

②③
④

⑤



３．押し込みパイプ設置時系列と現場状況(7月27~29日)

運搬

北西エリア

西側通路

PCV

押し込みパイプ①

南西エリア

押し込みパイプ②~⑤

大物搬入口

Ｘ－６ペネ

運搬

⑤②

6

押し込みパイプ③

押し込みパイプ② 押し込みパイプ④

押し込みパイプ⑤

押し込みパイプ②～⑤

ステップ１

ステップ２

ステップ３

②
③
④
①

⑤

運搬

②→③→④→①→⑤

ステップ４
ステップ１(7月27日)
• 押し込みパイプ（全5本）の運搬・仮置き(大物搬入口→南西エリア)
ステップ２(7月27日)
• 押し込みパイプ(4本)運搬(南西エリア→西側通路)
※被ばく線量管理の観点から1本を残し当日の作業を終了
ステップ３(7月28日)
• 南西エリアに1本残したまま、ケーブル入線作業を実施
ステップ４(7月28日、29日)
• 南西エリアに残した押し込みパイプ(①)の識別番号を確認せず、西側通路
へ運搬後、開梱しテレスコ式装置近傍に運搬。当該押し込みパイプを⑤の
前の位置に配置し、ケーブル入線を実施。

×：空間線量率(mSv/h)

×0.5

×3.0~4.0

×1.5～3.0
×2.0～4.0



【参考】現場状況写真

押し込みパイプへケーブル入線作業を実施

（2024年7月28日）
7

原子炉建屋内１階大物搬入口から

西側通路へ運搬

（2024年7月27日）

原子炉建屋内１階西側通路からテレス
コ式装置近傍に運搬

（2024年7月29日）

押し込みパイプ外観

（工場での模擬環境における作業訓練時）

（2024年5月27日）

①

②③

④

⑤

福島第一原子力発電所構内に搬入時
（2024年7月10日）

①

⑤

②

③
④



４．本事案に対する調査結果（１／２）
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本来は押し込みパイプを順番に5本（①～⑤）並べてケーブル入線する作業で
あったが、本事案においては、4本（押し込みパイプ②～⑤）並べてケーブル
入線した後、1本の押し込みパイプ①を入れ替えた作業となった。

押し込みパイプの運搬から、パイプ4本（②～⑤）のケーブル入線までの作業

a. 7月27日、協力企業作業員は、5本の押し込みパイプを運搬する計画であっ
たところ、予定の線量に近づいたため、４本（押し込みパイプ②～⑤）の運
搬に留まり、残り1本（押し込みパイプ①）は仮置きの状態のままとした。

b. 協力企業作業員は、1本（押し込みパイプ①）が仮置きのままの状態であっ
たが、当日予定の線量に近づいたため早期の退域に気を取られ、最終確認を
せずに5本運搬されたと思い込み、運搬作業をすべて終了したと元請工事担
当者に報告した。

c. 元請工事担当者は、協力企業作業員からの報告を受け、現場が高線量であっ
たことから直接現場を確認せず、5本運搬したと認識した。

d. 7月28日、元請工事担当者は5本運搬が終了している認識のもと、ケーブル
入線作業を協力企業作業員に指示した。協力企業作業員は、元請工事担当者
の指示に従い、押し込みパイプは4本（押し込みパイプ②～⑤）しかなかっ
たが、既にテレスコ式装置に押し込みパイプ①が設置されていると誤認し、
②③④⑤の順で押し込みパイプの入線をした。



４．本事案に対する調査結果（２／２）
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押し込みパイプ①を4番目に配置した作業

e. 7月28日、元請工事担当者は、現場で入線状況を確認したところ、入線さ
れている押し込みパイプが4本であり、1本足りないことに気づいた。

f. 元請工事担当者は、残りの1本が南西エリアに仮置きされていることを確認
し、西側通路に運搬したが、押し込みパイプの番号を直接確認しなかった。

g. 元請工事担当者は、協力企業作業員からの報告の中で当該押し込みパイプ
は②であると誤認した。その際、現場の押し込みパイプを直接確認しな
かったため、当該押し込みパイプが①であることに気づけなかった。

h. 7月29日、元請工事担当者は、押し込みパイプ②③④は同一設計であり、
⑤を外して当該押し込みパイプ（②と誤認した①）を挿入することは、機
能上問題なく作業性と被ばく低減上合理的であると判断し、⑤を外して当
該押し込みパイプ（②と誤認した①）を挿入する旨、協力企業作業員に作
業を指示した。協力企業作業員は、元請工事担当者の指示通りに配置し、
作業を終えた。

i. 元請工事担当者は、作業プロセスの中で、適正に配置したと思い込み、押
し込みパイプの順番を直接確認しなかった。

j. 東京電力監理員は入線作業が模擬環境での作業訓練の対象であるため、訓
練通りに実施できると考えていた。東京電力監理員はケーブル入線されて
いることを確認したものの、順番通りであることを確認しなかった。



４．本事案に対する調査結果（背後要因）
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背後要因

• 東京電力は、原子力安全・作業安全に関する作業に着目し確認することとして
おり、パイプ運搬といった運搬・開梱等の一般的な準備作業については、確認
することとしていなかった。また、ケーブル入線作業については、ケーブル入
線されていることを確認したものの、十分訓練されており、順番通りに設置さ
れていると考えたため、順番を確認しなかった。

• 押し込みパイプ①と②～④は異なる仕様であったものの、外形が同様であるた
め、高線量※1で重装備※2が必要な厳しい環境下では、外観上識別が難しかった。
また、識別表示はなされていたものの、重装備の作業員にとっては必ずしも明
瞭でなく、また遠隔操作室からは確認できるものでなかった。

• 元請企業は、試験的取り出し作業は原子炉建屋の中で高線量かつ重装備で実施
することから、作業に先立って原子力安全・作業安全に関する作業を主眼に模
擬環境での作業訓練を行っていたが、押し込みパイプの運搬作業は、運搬・開
梱等の一般的な準備作業のため、模擬環境での作業訓練の対象外としていた。
また、ケーブルの入線作業訓練は、元請企業の指導のもと、押し込みパイプが
順番通りに並んだ状態での訓練としており、押し込みパイプの番号の確認まで
は訓練項目としていなかった。

※1：数mSv/h程度
※2：全面マスク、アノラック、カバーオール 等



５．原因のまとめ
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【主な原因】：確認作業の不足

パイプ運搬といった運搬・開梱等の一般的な準備作業、及び十分訓練してい
るパイプのケーブル入線作業は、当社が確認することとしていなかった。

また、併せて、「現場視点」や「模擬環境での作業訓練」が不足していた点も関
連する原因と認識している。

【その他関連する原因】

１．「現場視点」の不足

高線量で重装備が必要な厳しい環境下であることを意識した作業工程の組
み方や作業手順にするといった「現場視点」が不足していた。（作業員目
線での視認性の向上や短時間で済むオペレーション上の工夫等）。

２．「模擬環境での作業訓練」の不足

準備作業に対して、模擬環境での作業訓練が不足していた。（準備作業に
ついては、実作業員による模擬環境で作業訓練の対象外としていた。）



６．燃料デブリの試験的取り出し再開に向けた取組（1/2）
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主な原因に対しては、当社自身による確認の実施を徹底する。
主な原因への対応：当社自身による確認の実施

• 燃料デブリの試験的取り出しの工程全般にわたって、当社自身による確認プロセス（対
象作業ごとの確認方法や確認体制等）を再精査するとともに、その結果も踏まえた上で、
当社自身による確認を行う。なお、計画通りに実施していることを確認できなかった場
合、安全を最優先に一旦立ち止まり、作業状況の確認を行う。

また、併せて、その前提として、「現場視点」に立った、準備作業も含めた工程全般の再確
認、検証や「模擬環境での作業訓練」の確認・検証等を行い、再開の準備を進めていく。

【その他関連する原因】

1. 「現場視点」に立った、準備作業も含めた工程全般の再確認、検証
• 現場視点に立って、改めて、燃料デブリの試験的取り出しの工程全般について、準備作業も含めて、

再確認や工程の検証を行う。（再確認や工程の検証にあたって、現場で困難な作業を経験した人材
を投入済み）

• その上で、必要に応じて、現場視点に立った作業工程の見直しを行う。例えば、
押し込みパイプの配置及びケーブルの入線の順番を手順書に明記する。
押し込みパイプへの更なる識別表示の取付を実施する。
押し込みパイプの配置を適切に並び替えてケーブルを入線する 等。

2. 「模擬環境での作業訓練」の確認・検証、不足箇所の抽出及び追加対策の実施
• 模擬現場と現場環境との差異を明確にして、現場作業時に問題が生じないよう、作業手順を精査す

る。
• これまで実施した作業訓練における不足を抽出し、不足が確認された箇所については、追加対策を

実施する（燃料デブリの原子炉建屋内運搬、原子炉建屋内からの構内輸送）

なお、今回の反省を教訓として、福島第一廃炉作業において、高線量エリアなど作業環境が
非常に厳しい場所での作業にあたっては、当社自身による確認等の取組を活かしていく。
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燃料デブリの試験的取り出し再開に向けた確認事項は以下の通り。

書類・模擬訓練による確認 現場作業の確認

当社自身による確認の実施

６．燃料デブリの試験的取り出し再開に向けた取組（2/2）

模擬環境での作業訓練の確認・検証

現場で困難な作業を経験した
人材も加えた作業工程全般の
再確認・検証

更なる手順書の見直し 等

模擬環境での作業訓練で確認
された不足箇所の追加対策

押し込みパイプ復旧作業

・押し込みパイプへの識別表示
の設置

・ケーブル解線
・押し込みパイプ入替
・ケーブル入線

動作確認・通信確認

・動作確認(先端治具、
カメラ等）

・制御系通信確認 等

・アーム進展
～デブリ取り出し
～デブリ回収

・燃料デブリの原子炉
建屋内運搬

・原子炉建屋内からの
構内輸送

▽事案発生
作業再開

☆☆☆

燃料デブリの試験
的取り出し作業

▽現在
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テレスコ式装置製作・設置準備等設計 試験的取り出し作業

工場での訓練

工場出荷

福島第一
現地入荷

原子炉建屋搬入 装置据付 隔離弁「開」

押し込みパイプ挿入 デブリ取り出しアーム伸展

デブリ回収

【参考】テレスコ式装置による試験的取り出し進捗状況

現在▼

：高線量エリア

での人手作業

：訓練済み作業



【参考】テレスコ式装置概略図（１／３）

X-6ペネ

PCV

エンクロージャ

ガイドパイプ内筒

CRDレール

ペデスタル

先端治具

X-6ペネ接続構造

接続管

ガイドパイプ外筒押し込みパイプ

テレスコ部

• テレスコ式装置は、X-6ペネからPCV内にアクセスし、燃料デブリの試験的取り出しを行う装置
• エンクロージャは、接続管に接続することで試験的取り出し時におけるPCVバウンダリの機能を有する

テレスコ式装置

テレスコ部

接続管との
接続箇所

後方ハウス（汚染拡大防止用）

15



【参考】テレスコ式装置概略図（２／３）

16

【初期状態】

ガイドパイプ外筒

接続管 X-6ペネ接続構造
X-6ペネ

PCV

テレスコ部 先端治具

エンクロージャ

押し込みパイプ①

押し込みパイプ②

ガイドパイプ

押し込みパイプ①には、ラック取付のねじ穴なし。
（ラックはガイドパイプ後部のフランジに取り付けるため。）

ラック

上面図

【押し込みパイプ①の形状】

隔離弁
パイプ送り機構



【参考】テレスコ式装置概略図（３／３）

【押し込みパイプ②～⑤の形状】

ガイドパイプ

押し込みパイプ①

押し込みパイプ②

押し込みパイプ③
： ラック固定用ねじ穴、ピン穴

押し込みパイプ④

押し込みパイプ⑤

押し込みパイプ②~④ 上面図

押し込みパイプ⑤ 上面図

ラック

軽量化穴

ラック固定用ねじ穴、ピン穴

パイプ連結ボルト
（押し込みパイプ①～⑤で同一）
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＜ 参 考 資 料 ＞
2 0 2 4 年 9 月 9 日
東京電力ﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ株式会社
福島第一廃炉推進カンパニー

福島第一原子力発電所
2号機燃料デブリ試験的取り出し作業開始に向けた押し込みパイプ復旧作業の完了

2号機燃料デブリ試験的取り出し作業について、8月22日にテレスコ式装置のガイドパイプが隔離弁手前まで進んだところで、現場の
最終チェックにて押し込みパイプ1本目が、計画していた順番のものと異なることを確認したことから、隔離弁手前までの作業としております。
9月6日に、当社自身による「作業工程全般の再確認・検証」「更なる手順書の見直し」「作業訓練の確認・検証ならびに不足箇所の
追加対策」が完了したことから、9月7日より押し込みパイプの復旧作業に着手しております。
押し込みパイプの復旧作業は9月8日までに完了し、9月9日には、当社代表執行役社長の小早川、福島第一廃炉推進カンパニー
プレジデントの小野が遠隔操作室にてカメラによる確認を実施しました。
押し込みパイプの復旧作業ならびに当社による確認が完了したことから、明日（9月10日）から、試験的取り出し作業を再開します。
引き続き、廃炉の貫徹に向け、安全を最優先に緊張感を持って取り組んでまいります。

18

福島第一原子力発電所構内：押し込みパイプ復旧作業の状況
（撮影日：2024年9月7日-9月8日）

当社
監理員協力企業

作業員 協力企業
作業員

②
⑤

③④①

①
②

③

④

⑤



＜参考＞押し込みパイプの復旧作業（改善点）

識別番号を重装備や遠隔カメラでも視認でも識別できるように見やすい位置に記載。
押し込みパイプ端部の保護シートに色違いのカラーテープを貼り付け。

19

福島第一原子力発電所構内：押し込みパイプ復旧作業の状況

押し込みパイプの復旧作業の完了イメージ
押し込みパイプの復旧作業の完了
撮影日：2024年9月8日

①

②

③

④

⑤



2024年9月26日

２号機 PCV内部調査・試験的取り出し作業の状況

技術研究組合 国際廃炉研究開発機構

東京電力ホールディングス株式会社
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１．PCV内部調査及び試験的取り出しの計画概要

2号機においては、PCV内部調査及び試験的取り出し作業の準備段階として、作業上の安全対策及び汚
染拡大防止を目的として、今回使用する格納容器貫通孔（以下、X-6ペネ）に下記設備を設置する計画

PCV内側と外側を隔離する機能を持つ X-6ペネ接続構造

遮へい機能を持つ接続管

テレスコ式装置、ロボットアームを内蔵する金属製の箱（以下、エンクロージャ）

上記設備を設置した後、アーム型装置をX-6ペネからPCV内に進入させ、PCV内障害物の除去作業を行
いつつ、内部調査や試験的取り出しを進める計画

2号機 内部調査・試験的取り出しの計画概要

ペデスタル
CRDハウジング

ペデスタル開口部（地上階）

CRDレール

PCV

X-6ペネ

X-6ペネ接続構造
1階グレーチング

エンクロージャ

ロボットアーム（調査時)

接続管

ロボットアーム

（格納時)

双腕マニピュレータ

格納容器の壁

21



（注記）
・隔離弁：PCV内/外を仕切るために設置した弁
・AWJ（アブレシブウォータージェット）：

高圧水に研磨材（アブレシブ）を混合し、切削性を向上させた加工機

２－１．現地準備作業状況

試験的取り出し作業（内部調査・デブリ採取）の主なステップ

２. X-6ペネハッチ開放

８.ロボットアームによる内部調査・デブリ採取

３. X-6ペネ内堆積物除去

７.ロボットアーム設置

●【低・高圧水】で堆
積物の押し込み

●【AWJ】でケーブル
除去

●【押し込み装置】で
ケーブルを押し込み

X-6ペネ内部にある堆積物・ケーブル類を除去する

１. 隔離部屋設置

22

４. X-6ペネ接続構造及び接続管設置

５．テレスコ式装置設置
６．試験的取り出し作業（テレスコ式装置によるデブリ採取）

②ロボットアームによるデブリ採取①内部調査
隔離弁

X-6ペネに接続構造及
び接続管を取り付け、
隔離部屋から接続構造
にバウンダリを変更
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●エンクロージャ内
で双腕マニピュ
レータにより容器
へ収納

9-2.燃料デブリ回収装置先端部の収納
構内輸送用容器へ収納・線量計測

●エンクロージャ内
で構内輸送用容器
へ線量計測後収納

●汚染拡大防止を図
りながら取外し

10. グローブボックス受入・計量

●内部を負圧に
したグローブ
ボックスに受入

●グローブボッ
クス内で計量、
容器への収納を
実施

11. 容器の取出し・輸送容器へ収納・搬出

●ビニール製バッグにて汚染拡
大防止を図りながら容器を取
出し

●構外輸送容器へ収納し、輸送
車両へ積載

回収装置先端
+容器

線量計測

建屋内運搬容器

双腕マニピュレータ エンクロージャ

構外輸送容器※
輸送車両へ運搬

（前スライド ステップ６より）

<グローブボックス外観>
グローブボックス

※:輸送前に、輸送物の表面線量・汚染密度等を
測定し、法令基準以下であること確認

ビニール製バッグ

隔離弁
接続管

12. 構外輸送及び構外分析

9-1. 燃料デブリの収納

（前スライド ステップ８より）

運搬用ボックス

２－２．現地準備作業状況

試験的取り出し作業（内部調査・デブリ採取）の主なステップ

（注記）
・DPTEコンテナ：Double Porte pour Transfert Etancheの略

コンテナの蓋とグローブボックスのダブルドアが一体となって開閉することで、
密閉を維持しながら物を移送することが可能なコンテナ
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識別番号を重装備や遠隔カメラでも視認でも識別できるように見やすい位置に記載。
押し込みパイプ端部の保護シートに色違いのカラーテープを貼り付け。

押し込みパイプの復旧作業の完了イメージ 押し込みパイプの復旧作業の完了

①

②

③

④

⑤

当社
監理員

協力企業
作業員

協力企業
作業員

9月6日、「作業工程全般の再確認・検証」「更なる手順書の見直し」「作業訓練の確認・検証ならびに不足箇所の追加
対策」が完了したことから、9月7、8日押し込みパイプの復旧作業、装置動作確認を実施し、問題がないことを確認

押し込みパイプの復旧作業（現場確認状況） 遠隔操作室確認状況

３．現場作業の進捗状況（押し込みパイプ復旧作業）



試験的取り出し作業状況（隔離弁通過）

遠隔操作室における当社の立会

ガイドパイプに押し込みパイプを接続する状況
テレスコ式装置側からX-6ペネを見た様子
（テレスコ式装置アーム下部から撮影）

隔離弁の境界

先端治具に繋がっているケーブル

至
X-6ペネ

水平基準

9月10日から、試験的取り出し作業（ガイドパイプの挿入）を実施
ガイドパイプ（内筒）に押し込みパイプ①を接続し、隔離弁の開操作を行い、ガイドパイプを挿入し、テレスコ式装置の先
端治具が隔離弁を通過

４．現場作業の進捗状況（隔離弁通過）
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５－１．現場作業の進捗状況（ガイドパイプ／テレスコ式アームの挿入）

9月14日 テレスコ式装置のガイドパイプのPCV内への挿入
をペデスタル開口付近まで実施。その後、テレスコ式アームの
動作確認（チルト、テレスコ部、先端治具）及び、ペデスタ
ル底部の状況を確認

テレスコ式アームカメラの画像（ペデスタル開口部、プラットホーム開口部の状況）

ペデスタル開口部

プラットホーム開口部

ペデスタル開口部

テレスコ式装置

ペデスタル

ペデスタル開口

X-6ペネ

PCV

プラットホーム開口

26

ペデスタル底部
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参考. テレスコ式試験的取り出し装置によるデブリ採取

X-6ペネ

PCV

エンクロージャ

ガイドパイプ内筒

CRDレール

ペデスタル

先端治具

X-6ペネ接続構造

接続管

ガイドパイプ外筒押し込みパイプ

テレスコ部

• テレスコ式装置は、X-6ペネからPCV内にアクセスし、燃料デブリの試験的取り出しを行う装置
• エンクロージャは、接続管に接続することで試験的取り出し時におけるPCVバウンダリの機能を有する

テレスコ式装置

テレスコ部

接続管との
接続箇所



５－２．現場作業の進捗状況（ペデスタル底部確認）

9月14日 テレスコ式装置の先端治具を吊り降ろし、ペデスタ
ル底部の状況を確認。ペデスタル底部の燃料デブリについて、
先端治具のカメラによる視認確認、グリッパによる接触確認を
実施。

ペデスタル底部

ペデスタル

ペデスタル開口

X-6ペネ

PCV

プラットホーム開口

テレスコ式アームカメラの画像（ペデスタル底部の状況） 28

グリッパ

グリッパ

サイズを把握するためのグリッパ爪
（グリッパ型）

グリッパの先端が5mm角

グリッパの先端が5mm角



６－１．現場作業の進捗状況（カメラ映像確認調査）

試験的取り出し作業について、把持作業の準備として、9月17日に原子炉格納容器内の状況確認やテレスコ式装置
の動作確認等を行ったところ、何らかの原因により、装置先端のカメラ映像（①先端治具監視カメラ、②アーム先端部カ
メラ）が遠隔操作室内のモニタに適切に送られてこないことを確認

29

テレスコ式装置のカメラ設置状況



参考．現場作業の進捗状況（カメラ映像確認調査）

9月17日、テレスコ部に4つあるカメラのうち、①②カメラについては、遠隔操作室内のモニタにカラーバーが表示されている
状態を確認
カメラ映像は、原子炉建屋内に設置している映像変換器から、遠隔操作室までは光ファイバーケーブル（有線）で伝送。
調査の一環として、原子炉建屋内の制御盤内で、4組のカメラケーブルと映像変換器の接続の組み合わせ変更を実施
4つあるカメラとそれぞれに接続されている映像変換器の接続の組み合わせ変更（①⇔③を入れ替え）の結果、入れ替
えたモニタにカラーバー表示が移行することを確認（以下、イメージ画像参照）しており、原子炉建屋内の制御盤より遠
隔操作室側の状態に問題がないことを確認

映像変換器の接続の組み換え前（イメージ画像） 映像変換器の接続の組み換え後（イメージ画像）

③アームテレスコ
下部カメラ

④アームチルト部
カメラ

①先端治具
監視カメラ

②アーム先端部
カメラ

③アームテレスコ
下部カメラ

④アームチルト部
カメラ

②アーム先端部
カメラ

①先端治具
監視カメラ

①先端治具
監視カメラ
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６－２．現場作業の進捗状況（カメラ映像確認調査）

31

本事案の確認後、原因特定に向け、これまでに遠隔操作室ならびに原子炉建屋内のテレスコ式装置において、カメラケーブ
ル、各接続端子、映像変換器の外観および信号確認、抵抗の測定等を実施
9月21日～22日にかけて計器（オシロスコープ）によるカメラ信号の強度確認を実施

遠隔操作室

映像変換器 接続端子 接続端子

映像変換器 接続端子 接続端子

映像変換器 接続端子 接続端子

映像変換器 接続端子 接続端子

モニタ

建屋内建屋外
押し込み
パイプ内

ガイドパイプ内
（内筒）

テレスコ
機構内

テレスコ式
装置内

テレスコ式
装置外

後方ハウス内

カメラ
制御盤

オシロスコープ接続



装置先端カメラ（①先端治具監視カメラ、②アーム先端部カメラ）と、その他のカメラで信号強度の確認を実施したところ、
装置先端カメラと他カメラでは信号挙動に違いがあることを確認

参考．現場作業の進捗状況（計器によるカメラ信号の強度確認の結果）
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TIME[μS]

TIME[μS]
TIME[μS]

TIME[μS]

TIME[μS]
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６－３．現場作業の進捗状況（カメラ映像確認調査）

制御装置
（CCU)

Ｖs供給電圧〔一定〕
カメラ内

ｖ電圧
〔↓④減少〕

Ｉ電流〔↑③増加〕

Ω抵抗〔一定〕 電圧調整
（LDO等)

映像受光
（CMOS)

ｖout電圧
⇒⑥回路停止

⑤電圧不足
⇒⑥回路停止

②過剰電流発生

Ｉ電流〔↑③増加〕

電子の流れ 電子の流れ

①電荷が蓄積

－ －

－

－

＜電荷のメカニズム＞

①半導体素子に放射線が通過することで電荷が蓄積するが、その電荷は元の状態にもどろうとする特性がある。
②電荷が回復する際に、過剰な電流が流れ、過剰な電流の増加に伴い、カメラへ供給する電圧の降下が発生し、カメラ部の回路が停止。

推定メカニズムとして、カメラの半導体素子に放射線が通過し、電離作用により発生した多量の電荷の影響が考えられる
半導体素子に放射線が通過することで電荷が発生するが、制御装置がオフの状態の場合カメラ内の回路に蓄積
しつづける
制御装置をオンにした瞬間に、蓄積した電荷により過剰な電流が流れ、過剰な電流の増加に伴い、カメラへ供給
する電圧の降下が発生し、カメラ部の回路が停止

上記メカニズムを考慮すると、カメラの電源を入にしている場合には電源回路を通じて放電されることにより、電荷の蓄積を
低減する効果がある
今回の事案を踏まえ、テレスコ式装置は、外観点検およびカメラ映像の状態確認のため、エンクロージャ内へ格納。
併せて、低線量下に置き、電源を入状態あるいは切状態に維持すること等により蓄積した電荷を低減することで回復の
可能性があることから、テレスコ式装置は数日程度、エンクロージャ内の比較的線量の低い環境で待機させた状態でカメ
ラ映像状態の確認を行い、放射線による影響の検証を実施中
検証の結果、カメラの映像が復帰しない場合はカメラの交換を実施する予定



参考．現場作業の進捗状況（これまでのテレスコ式装置の調査状況）

対象 調査結果

ケーブル
・

接続端子

■断線・短絡、絶縁不良
抵抗値計測の結果、カメラ①～④の抵抗値が同等(約110~約116[Ω])であり、予備カメラ実測値とケーブル理論値
の合計(約117~約119[Ω])との差異が小さいこと、および電流計測の結果から、導体の断線、短絡および絶縁不良で
はないことを確認。（浸水、結露による電気系統の不良はない）

■接続端子の接続不良
接続端子の分解目視確認にて異常がなく、再組立前後で抵抗値に変化がないことからコネクタ接続不良ではないことを
確認。

■接続端子・ケーブルの接触不良
テレスコ部を可動させてケーブルを動かした結果、画像、抵抗値に変化が無いことから接続端子・ケーブルの接触不良で
はないことを確認。

映像変換機

■映像変換機へ入力される信号レベル低
映像変換機単体のみの電源を有効にし、他カメラの信号回り込みによる影響を確認した結果、状況に変化ないため信
号レベル低ではないことを確認。

■ハードウェア/ソフトウェアの故障
映像不良が生じたカメラと健全なカメラの映像変換機への接続を入れ替えても、健全なカメラの映像は出力されたことか
らハードウェア/ソフトウェアの故障でないことを確認。

その他 ■ノイズの干渉
他工事によるノイズが無い場合でも、各カメラの映像に変化がないため要因ではない。

34

電気・通信系統に対して、これまで下表の調査を実施。
各調査において、現時点で、本事案との因果関係は確認できなかったことから、引き続き調査を継続。
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グリッパ

照明

カメラ

• テレスコ式装置による試験的取り出しに使用する先端治具については、グリッパ型を選定
• 先端治具のカメラを用いて、採取する燃料デブリの大きさを判定

グリッパ型

5mm

球体と立方体の模擬デブリを把持したカメラ映像
（グリッパ型）

サイズを把握するためのグリッパ爪
（グリッパ型）

5
m

m

参考. テレスコ式試験的取り出し装置によるデブリ採取


